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■と　き／11月21日（金） 18:30～20:00

■講　師／歴史コメンテーター　金
か な や

谷 俊
しゅんいちろう

一郎氏

■テーマ／幕末の偉人たちに学ぶ

●京都府出身。歴史コメンテーターとして、誰にでもわか
りやすく日本の歴史・文化や地域の魅力を伝える活動を行
っており、全国での講演会や、テレビ・ラジオに多数出演。
30年以上にわたり、東進ハイスクールの日本史科トップ講
師も務める。著書は、学習参考書から一般書まで多数。主な
テレビ出演は、「今夜はナゾトレ」、「世界一受けたい授業」、

「Ｑさま‼」、「クギズケ！」など。

　次回のご案内

開  場 17：30
夢のひろば 18：00
講  演 18：30（終了20:00）

●静岡県出身。文学座附属演劇研究所、俳
優小劇場養成所を経て、ドラマ「冬の華」で
1971年デビュー。以降、テレビ・映画・
執筆・講演と幅広く活躍。40歳から始めた
登山を趣味とし、キリマンジャロやヒマラヤ
の山々に登っている。環境問題にも関心を
持ち、1998年度に環境省の環境カウンセ
ラーに登録され、特定非営利活動法人日本
トレッキング協会の理事も務めている。

市毛 良枝 氏のプロフィール

俳優　市
い ち げ

毛 良
よ し え

枝氏講　師 ●

10月の講演会は第3水曜日です。

　第７回講演会の講師は、俳優の
市毛良枝さんです。
　市毛さんは、静岡県出身。文学座
附属演劇研究所、俳優小劇場養成所
を経て、ドラマ「冬の華」で1971
年デビュー。以後、テレビ・映画・
舞台の出演をはじめ、執筆・講演活
動と幅広く活躍されています。
　40歳で北アルプスの燕岳・常念
岳に登ったのをきっかけに、本格的
に登山を始め、1993年にはキリマ
ンジャロ、後にはヒマラヤの山々に
も登頂しました。このような経験か
ら、環境省の環境カウンセラーや、
NPO法人日本トレッキング協会の
理事も務めておられます。
　今まで敬遠していた山登りに一歩

踏み出し、自分を見つめ直し、新し
い世界を開いた市毛さん。開いた扉
の先に、新しい世界が広がり、友達
が増えていったそうです。
　しかし、市毛さん54歳の時、お
母様が脳梗塞で倒れ、その介護に没
頭するため、山登りを中断します。
が、その13年間の中で、自分の体を
立て直すために始めた社交ダンスの
中でもまた、別の友達ができ、世界
が広がっていったとのことです。
　俳優という仕事をしながら、お母
様の介護にも全力を尽くし、次々に
新しい世界を切り開き、友人を増や
していく市毛さん。何とすばらしい
生き方でしょうか。お話を聞くのが
楽しみです。
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※
締
め
切
り
は
10
月
22
日
㊌
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 　現受講生の皆様においては、入学の手続きが簡単になり、一括抽選なしで入学できますので、入学がしや

すくなりました。現受講生の皆様には、来月の「夢のつづき」11月号に、郵便局の「（受講料）払込取扱票」
を同封し、郵送させていただきます。その「払込取扱票」の取扱い方を、下記のとおりご説明します。
　
①　「払込取扱票」は、個人専用の用紙となっており、受講生の氏名・住所・電話番号等の情報を記載しています。
これまでは、入学のたびに、「申込書」に記載し提出していただいていましたが、その手間がなくなります。

　
②　来年度（令和８年度）も受講申込みの方は、「払込取扱票」を郵便局に持参し、記載の金額を納入して
いただければ、その時点で、入学の手続き完了となります。

　
③　早く受講料を納めていただいた方から順に、「学生証」を２月上旬から郵送する予定です。これまでは、
３月中旬に郵送していた「学生証」が、早めに皆様の手元に届きます。

※　一般公募の新聞折込みのチラシ配付は、例年より１か月早く１２月２１日（日）に行う予定です。現受講生の
皆様には、一般の方々に対しての広報も、よろしくお願いします。なお、一般公募は、定員を超えた場合は、
抽選になりますので、ご注意ください。

※　法人会員及び佐世保市中小企業勤労者福祉サービスセンター（ウェルズサセボ）会員の皆様には、11月号で
お知らせします。

令和８年度  第35期生募集について
現受講生の申込みの方法が、簡単になります！

■「政治の舞台裏」というテーマに、興
味津々で聴き入りました。普段は小難し
い政治の話ですが、その裏側をユーモア
たっぷりに話され、会場を沸かせまし
た。
　現在進行形の内容なので、大笑いしな
がらも、より関心を深めることができた
と思います。

佐世保市もみじが丘町●山川　芳香

■真に名のとおり、髙倉照一さんの太鼓
は、人の心を照らすようで深く沁みまし
た。
　テレビでよく見る青山氏を実際拝見す
ると、何か身近に感じました。軽快で明
るい青山氏の講演は、政治への危機感を
抱く内容であり、次の世代の生きづらさ
を感じます。これからの平和を願うばか
りです。
　今日も、エネルギー注入されました。

佐世保市比良町●岡井　眞紀

■独立して、一匹狼として活躍されてい
る青山氏。
　歯に衣着せず、ズバリと分析し、解説
された政治の舞台裏。自民党総裁選を前
にした、実にタイムリーな講演であり、
内容もわかりやすかった。

佐世保市南風崎町●横山　春美

■政治ジャーナリスト青山氏の、石破総
理とのコミュニケーション力はすごい。
　自民党総裁選では、５人の人格やガバ
メントを確認し、 物価高や少子高齢化
等、多くの問題点の荒波を乗り越え、日
本丸の舵をしっかりと握っていく方を選
んでほしいものです。

佐世保市東浜町●碇屋　秀俊

■今日も興味津々の話題で、今度の自民
総裁選を誰が制するのか？
　野田氏の｢敵は自民党ではない｣。正に
そのとおりで、我が家の孫も携帯の情報
を見て、投票しました。国会議員にも、
定年があればいいのにとよく仲間と話し
ます。政治の舞台裏を少し覗かせてもら
いました。

佐世保市鹿子前町●原　逸子

■「夢のひろば」の和太鼓ソロ演奏は、
毎日の暑さを吹き飛ばしてくれるような
素晴らしいバチさばきでしたね。「自分
は知的障がい」と、力強い言葉でおっし
ゃいました。これからも、頑張ってくだ
さい。応援します。
　青山氏の講演は、丁度よいタイミング
で、貴重なお話が聴けました。今後の政
権がどうなるか、目が離せません。

佐世保市赤崎町●木村　典子

■心に響く篠笛の音色、心をゆさぶる力
強い太鼓の音、「夢のひろば」で元気を
もらいました。
　講師の青山和弘さんのお話を聴き、日
本の政治は大丈夫なのか、世界に対応し
ていけるのか、本当に心配になりまし
た。国民不在の政治、とても不安です。
　私たち国民一人一人が、もっと真剣に
政治を見つめていかないといけないと考
えさせられました。とても勉強になりま
した。

佐世保市大宮町●田中　美禰

青山和弘 氏



総
理
が
誰
に
な
る
か
に
よ
っ
て
、

大
き
く
日
本
は
変
わ
る
！

佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町
　
松
井  

昭
夫

　

国
の
内
外
で
不
穏
な
動
き
が
目

立
つ
中
、
今
の
政
治
で
本
当
に
大

丈
夫
だ
ろ
う
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
。
中
ロ
朝
首
脳

は
結
束
を
強
調
し
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
は
「
力
の
支
配
」
を
誇
示
し
て

い
る
。

　

国
内
で
は
自
民
党
の
党
内
抗

争
、
野
党
も
党
勢
拡
大
を
重
視
す

る
の
み
で
、
連
携
の
兆
し
も
見
え

な
い
。
物
価
高
対
策
、
異
常
気
象

対
策
、
政
治
と
金
の
問
題
等
々
、

数
多
の
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
自
治

体
の
首
長
に
よ
る
議
会
の
解
散

（
岸
和
田
市
・
伊
東
市
）
等
、
信

じ
ら
れ
な
い
こ
と
の
連
続
だ
。
そ

ん
な
不
満
や
不
安
、
怒
り
、
や
り

き
れ
な
い
気
持
ち
を
抱
え
て
、
講

演
会
に
参
加
し
た
。

 

「
政
治
記
者
は
営
業
マ
ン
」
と
、

記
者
と
し
て
の
姿
勢
を
示
し
、
講

演
者
の
青
山
氏
が
登
壇
さ
れ
た
。

「
自
分
勝
手
な
分
析
で
す
が
（
テ

レ
ビ
で
話
せ
な
い
）」
と
言
い
つ

つ
、
石
破
政
権
崩
壊
の
分
析
、
野

党
と
の
連
立
交
渉
の
見
解
、
ポ
ス

ト
石
破
を
巡
る
攻
防
等
を
事
細
か

く
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
の
最

後
、「
総
理
が
誰
に
な
る
か
に
よ

っ
て
、
大
き
く
日
本
は
変
わ
る
」

と
結
ば
れ
た
。

　

講
演
を
聴
き
な
が
ら
、「
政
治

屋
は
、
次
の
選
挙
の
こ
と
を
考
え

る
。
政
治
家
は
、
次
の
世
代
の
こ

と
を
考
え
る
」
と
言
っ
た
米
国
の

政
治
家
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

こ
の
言
葉
を
軸
に
、
今
後
の
政
界

の
動
き
を
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
か
さ

れ
た
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
東
京
で
の

世
界
陸
上
。
厳
し
い
残
暑
の
中
、

自
ら
の
限
界
に
挑
む
、
若
き
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
の
勇
姿
に
感
動
だ
！

記
者
の
目

西
海
市
大
島
町
　
小
中
尾  

政
子

　

私
は
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
欄
を
読

む
の
が
好
き
な
の
で
、
古
賀
理
事

長
さ
ん
が
挨
拶
で
語
ら
れ
た
、
被

災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生

さ
ん
と
愛
子
様
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
私
も
す
ぐ
に
娘
に
ラ
イ
ン
で

知
ら
せ
た
お
話
だ
っ
た
。
愛
子
様

も
来
崎
さ
れ
た
直
後
で
、
夢
大
学

に
と
っ
て
も
、
と
て
も
タ
イ
ム
リ

ー
な
お
話
と
感
じ
つ
つ
、
心
が
温

か
く
な
っ
た
。

　

障
が
い
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
と

い
う
髙
倉
照
一
さ
ん
の
和
太
鼓
の

演
奏
は
力
強
く
、
和
太
鼓
が
大
好

き
だ
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
た
。
私
は
、
髙
倉
さ
ん
の
「
演

奏
や
作
品
を
通
し
て
、
僕
た
ち
の

こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

い
う
言
葉
が
心
に
残
っ
た
。
知
ら

な
い
こ
と
で
、
自
分
で
は
気
づ
か

な
い
ま
ま
、
相
手
を
傷
つ
け
て
い

る
こ
と
が
あ
る
と
、
最
近
思
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。「
知
る
」

と
い
う
こ
と
、
相
手
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
こ
と
を
、
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　

政
治
の
こ
と
に
疎
い
私
は
、
学

生
時
代
の
社
会
の
授
業
を
思
い
描

き
、
今
回
の
青
山
さ
ん
の
講
演

を
、「
最
後
ま
で
、
居
眠
り
せ
ず

に
一
生
懸
命
に
聴
く
」
を
目
標
に

参
加
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
少
々

理
解
す
る
の
が
難
し
い
か
な
と
思

う
部
分
も
あ
っ
た
が
、
苦
手
意
識

と
は
裏
腹
に
、
お
も
し
ろ
い
と
思

う
部
分
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
記

者
の
目
線
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う

か
。
あ
あ
、
そ
ん
な
ふ
う
な
見
方

も
あ
る
の
か
と
、
と
て
も
新
鮮
に

思
え
た
。
明
日
か
ら
、
政
治
欄
を

読
む
の
が
、
お
も
し
ろ
く
な
り
そ

う
だ
。

〝
生
々
し
い
〟
政
治
の
舞
台
裏

佐
世
保
市
大
和
町
　
新
北  

博
美

　

自
民
党
総
裁
選
を
間
近
に
控
え

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
青
山
氏
の
登

壇
。
期
待
ど
お
り
、
今
現
在
の
政
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か
れ
た
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お
待
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ま
す
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生々しい政治の舞台裏
今こそ 本質を見極めよう！◆日 時／10月15日㈬　午後6時～6時20分

◆演 目／ダンス
◆出 演／聖和女子学院高等学校 ダンス部
◆出演団体紹介
　私たち聖和女子学院高等学校 ダンス部
は、３年生４名、２年生５名、１年生５名の計
１４名で活動をしています。
　部員のほとんどがダンス未経験者ですが、
年に３回出場する大会で入賞することを目標
に、学年の枠を越え、切磋琢磨しながら練習
に励んでいます。
　また、HIPHOPだけでなく、K-POPやチア
ダンスにも挑戦しており、様々なイベントに
出演させていただいています。

◆演目紹介
 今回のステージは、７月や９月に出場した大会
のダンスやK-POP、自分たちで創作したダンスを
披露します。全体でパフォーマンスをしたり、
学年ごとのグループに分かれて踊ったりしますの
で、私たちの動きをぜひお楽しみください。
　会場の皆様に、笑顔をお届けできるよう、頑張
ります。

夢のひろば

9月 夢のひろば　9月 夢のひろば　和太鼓奏者  和太鼓奏者  髙倉 照一「和太鼓演奏」髙倉 照一「和太鼓演奏」

治
の
舞
台
裏
の
話
を
聴
か
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
自
民
党
員
で
は
な
い
の

で
、
候
補
者
に
投
票
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
日
々
、
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
の
記
事
で
情

勢
を
見
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
得
た
、

私
な
り
の
候
補
者
の
印
象
と
比

べ
、
青
山
さ
ん
は
実
際
に
関
わ
っ

て
い
る
た
め
、
違
う
と
こ
ろ
が
多

く
、
と
て
も
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
青
山
さ
ん
の
見
方

は
、
人
柄
や
政
治
的
な
強
み
・
弱

み
に
つ
い
て
詳
細
で
あ
り
、
情
報

収
集
力
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
ま
で
は
、
首
相
だ
け
を
見

て
、
そ
の
政
策
で
あ
っ
た
り
、
こ

の
人
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？
と

思
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
誰
が
首
相
に
な
っ
て
も
同
じ

だ
ろ
う
と
い
う
の
を
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
人
の
周
り
を
固
め

る
人
々
が
、
い
か
に
上
手
く
進
め

て
い
く
か
で
、
政
治
も
大
き
く
違

っ
て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。
消
費

税
・
外
交
・
安
全
保
障
問
題
な

ど
、
自
分
の
生
活
に
直
接
つ
な
が

っ
て
く
る
よ
う
な
部
分
が
、
誰
が

首
相
に
な
る
か
で
大
き
く
変
わ
る

と
言
わ
れ
、
そ
の
意
味
が
今
回
の

講
演
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

さ
し
く
〝
生
々
し
い
〟
政
治
の
舞

台
裏
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た

講
演
会
で
し
た
。
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夢
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つ
づ
き
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毎
月
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／
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７
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／
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・
令
和
７
年
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月
１
日
発
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★
青
山
和
弘
さ
ん
、
ご
講
演
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
本
テ
レ
ビ
時
代
の
先
輩
と
お

会
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
講

演
会
終
了
後
、
佐
世
保
市
内
で
食

事
を
さ
れ
た
青
山
さ
ん
。
翌
日

も
、
朝
か
ら
の
仕
事
で
、
午
前
６

時
30
分
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
長
崎

空
港
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
中
、
遠
く
佐
世
保
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
今
が
旬
の
政
治
の

裏
話
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

も
の
す
ご
い
政
治
取
材
力
。
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★
太
鼓
の
響
き
が
、
心
の
中
に

心
地
よ
く
響
き
ま
し
た
！

「『
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
』

の
開
会
式
で
、
瑞
宝
太
鼓
の
仲
間

と
出
演
し
た
ん
で
す
よ
。」
と
嬉

し
そ
う
に
語
る
髙
倉
さ
ん
。

　

自
ら
を
「
知
的
の
ハ
ン
デ
を
も

つ
」
と
話
す
髙
倉
さ
ん
で
す
が
、

バ
チ
を
持
つ
手
の
動
き
と
気
合
い

は
、
こ
れ
ま
で
の
困
難
を
乗
り
越

え
た
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

　

あ
の
魂
の
こ
も
っ
た
太
鼓
の
迫

力
は
、
髙
倉
さ
ん
の
も
つ
素
直

さ
・
純
粋
さ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
髙
倉
さ

ん
、
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

★
来
年
度
の
受
講
申
込
み
に
つ

い
て
、
補
足
し
ま
す
。

　

皆
様
、
本
誌
「
夢
の
つ
づ
き
」

の
見
開
き
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
令
和

８
年
度 

第
35
期
生
募
集
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

　
来
年
度
の
受
講
申
込
み
で
、
現

受
講
生
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
違
う
特
長
が
、
次
の
と

お
り
あ
り
ま
す
。

①「
払
込
取
扱
票
」
の
み
の
申

込
み
と
し
た
の
で
、
手
続
き

が
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

②
手
続
き
が
早
く
完
了
す
る

の
で
、「
学
生
証
」
も
早
く
届

き
ま
す
。（
２
月
上
旬
以
降
）

③
一
括
抽
選
を
行
わ
な
い
の

で
、
現
受
講
生
は
も
れ
な
く

入
学
で
き
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

「
受
講
申
込
書
」
を
12
月
又
は
１

月
の
講
演
会
時
に
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
手
間

を
省
き
、「
払
込
取
扱
票
」
記
載

の
受
講
料
納
入
で
、
申
込
み
完
了

と
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
受
講

申
込
み
を
さ
れ
な
い
方
は
、
受
講

料
納
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

来
月
「
夢
の
つ
づ
き
」
11
月
号

に
は
、
令
和
８
年
度
講
師
予
定
や

申
込
み（
納
入
）期
限
、
受
講
料
等

を
掲
載
し
ま
す
。
来
年
度
の
講
演

会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
興
味
を
も

た
れ
、
引
き
続
き
受
講
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
法
人
及
び
ウ
ェ
ル
ズ
サ

セ
ボ
会
員
に
対
し
て
も
、
11
月
号

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り
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 （
一
八
七
六
～
一
九
六
三
）

海
軍
軍
人
・
私
学
校
創
設
者

　

旧
平
戸
藩
士 

菅
沼
量
平
の
二

男
と
し
て
、
明
治
九
年
（
一
八
七

六
）、
松
浦
郡
平
戸
村
（
現
平
戸

市
）
で
生
ま
れ
る
。
同
二
七
年
、

私
立
尋
常
中
学
猶
興
館
を
卒
業
。

幼
い
頃
よ
り
平
戸
派
南
進
論
者
の

兄
貞
風
の
薫
陶
を
得
た
。

　

そ
の
後
、
海
軍
兵
学
校
（
二
六

期
）
に
入
学
。
明
治
三
一
年
卒
業

し
、
軍
艦
「
比
叡
」
に
乗
込
み
、

日
露
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
を

経
験
し
た
。
同
三
八
年
、
日
露
戦

争
で
、
軍
艦
「
浪
速｣

の
航
海
長

を
務
め
た
。
大
正
一
三
年
（
一
九

二
四
）、
少
将
佐
世
保
鎮
守
府
人

事
部
長
と
し
て
、「
凱
旋
記
念
館
」

建
設
に
尽
力
し
た
。

　

退
官
後
、
佐
世
保
市
の
助
役
就

任
を
辞
退
し
、
当
時
佐
世
保
に
は

な
か
っ
た
男
子
が
進
学
で
き
る
私

立
の
普
通
中
学
校
創
設
を
志
し
、

大
正
一
四
年
、
西
海
中
学
校
（
現

西
海
学
園
高
等
学
校
）
を
八
幡
町

（
や
が
て
春
日
町
に
移
る
）
に
開
校

し
た
。
校
名
と
校
章
は
、
当
時
の

佐
世
保
鎮
守
府
司
令
長
官
の
伏
見

宮
博
恭
王
か
ら
下
賜
を
受
け
た
と

い
う
。

　

卒
業
式
の
訓
示
に
、「
諸
君
は

今
日
卒
業
す　

自
ら
顧
み
て
恥
じ

る
こ
と
な
き
や
」
の
言
葉
を
贈
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
同
中

学
校
を
卒
業
す
る
と
、
多
く
は
軍

人
や
教
師
、
そ
し
て
医
師
に
な
る

者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
九

月
三
〇
日
、
理
事
長
及
び
校
長
を

辞
任
。
後
の
経
営
は
、
長
男
義
重

に
任
せ
、
創
立
者
と
し
て
後
見
し

た
。

�
山
崎  

ス
サ
子

 （
一
九
一
八
～
二
〇
一
九
）

ア
ソ
カ
学
園
創
始
者

　

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
上
京

町
西
本
願
寺
阿
弥
陀
寺 

原
田
了
哲

の
五
女
と
し
て
誕
生
。
昭
和
一
〇

年
（
一
九
三
五
）、
県
立
佐
世
保
高

等
女
学
校
を
卒
業
。
同
一
六
年
、

杉
野
学
園
師
範
科
卒
業
。

　

佐
世
保
空
襲
に
よ
る
寺
の
焼
失

を
乗
り
越
え
、
昭
和
二
三
年
に
上

京
町
で
、「
ア
ソ
カ
ド
レ
ス
メ
ー

カ
ー
女
学
院
」
を
新
設
し
、
学
院

長
に
就
任
し
た
。
若
い
教
え
子
が
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集
う
中
、
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
姿
で

黒
板
に
向
か
っ
て
い
た
。

　

学
院
設
立
を
皮
切
り
に
、
佐
世

保
の
女
性
の
お
し
ゃ
れ
を
切
り
開

き
、
昭
和
三
四
年
に
洋
装
店
「
ロ

ジ
エ
」
を
開
店
。
国
内
外
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
商
品

を
扱
い
、
デ
パ
ー
ト
が
仕
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
も
揃
え

た
。
さ
ら
に
、
県
内
に
七
店
舗
を

開
店
し
た
。

　

昭
和
三
七
年
五
月
、
南
米
コ
ロ

ン
ビ
ア
国
の
招
待
で
、「
花
と
せ
ん

い
の
祭
」
に
日
本
文
化
使
節
団
の

一
員
と
し
て
渡
海
。
そ
の
後
、
欧

米
一
三
か
国
を
三
か
月
視
察
し
た
。

　

戦
争
で
焼
け
落
ち
、
父
が
大
切

に
し
て
い
た
幼
稚
園
を
再
建
。
ま

た
自
ら
の
事
業
を
支
え
て
く
れ
た

卒
業
生
の
将
来
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
始
め
た
高
齢
者
施
設
な

ど
、
周
辺
へ
の
「
恩
返
し
」
の
よ

う
に
教
育
や
福
祉
の
事
業
に
も
尽

力
し
た
。

　

七
九
歳
の
時
、
高
齢
者
施
設

「
あ
そ
か
の
森
」
を
開
設
。「
遊
ん

で
い
る
よ
り
仕
事
が
し
た
い
」
と

話
し
、
家
族
を
預
け
た
く
な
る
よ

う
な
施
設
を
目
指
す
よ
う
、
職
員

に
伝
え
て
い
た
と
い
う
。
令
和
元

年
十
月
六
日
、
一
〇
一
歳
の
大
往

生
で
あ
っ
た
。

（
敬
称
略
）


